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電力依存度低減に資する建築物の評価・設計技術の開発
～建物の省エネと電力ピークシフトを両立させる技術～
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ピーク対策のピーク対策の
観点から最適化観点から最適化〇 日本再生戦略（H24.7.31閣議決定）において、「電力の供

給サイド、需要サイドの双方にリソースを集中投下し、自
動車、交通、住宅、都市開発、医療などの横断的な分野
のエネルギー技術のイノベーションの連鎖を引き起こし、
新産業の創出や産業構造の変化を進める。」とされてい
る。さらに、「省エネ性能を有する住まいやまちづくりを通
じ、電力を使う者が、前向きに省エネ、節電等に取り組み、

技術開発の方針
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ライフスタイルの変革が実現される社会を実現する。」とさ
れている。

〇 スマートメーターの普及などのソフト面での取組や、蓄エ
ネルギー機器の開発、太陽光発電技術などの要素技術
の検討は進められている。

技術開発の方針

技術開発

本研究では、住宅を含む建築物の設備システム、躯体構造の工夫、特殊建材の導入など各種要素技術を総合し
て建築物の電力消費のピーク対策への効果を検証することにより、ピーク対策のための電力依存度の評価技術
及びそれを最適化するための革新的な設計システムの開発を行う。

建築物においてピークシフトの効果を評価する手法やピークシフトを最適化するための設計手法に係る技術開発
を行い、需要側におけるピーク対策を促進する。

■建築物のピークシフト効果を評価する技術の開発

技術開発 １

・様々なピークシフト技術（新建材、高性能設備な
ど）を、ある建物に適用したときの建物全体の
ピークシフト効果の定量化と検証を行い、ピーク
シフトに関わる新たな評価手法を構築する。
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■建築物のピークシフトの最適化技術の開発

技術開発 ２

・様々な地域、建築物のピークシフト効果につい
て系統的な分析や実証実験を実施し、ピークシ
フト技術の体系化を図ることにより、建築物の
ピークシフトを効率よく実現する最適な設計シス
テムを開発する。

潜熱蓄熱壁保水性屋根
電力消費量評価にピーク低
減の考え方を導入

構造等蒸暑地・一般オフィス

・官庁建物 等

住宅 準寒冷地 表面仕上げ 熱負荷

非住宅 温暖地 開口部 室内環境

建物の仕上げ、開口部、構造等によるピークシフト技術の体系化

■建築物のピークシフトの効果を評価する手法の

提示

■建築物のピークシフトを最適化するための設計

ガイドライン及びツールの提示

技術開発の効果

テムを開発する。 建物の仕上げ、開口部、構造等によるピ クシフト技術の体系化

電力需要

ピーク

蓄電池の電力を用
いてピークカット

太陽光、太陽熱、地中熱
を用いてピークカット

断熱材、潜熱蓄熱材、保水冷却を
用いてピークシフト

建築物の消費電力を下げるだけでなく、電
力ピークを下げることによりピーク時の火力
発電所の稼働数を減らすことができる。 6 12 18 24

時刻

電力消費の少ない
夜間に蓄電池に電
力を溜める

ピーク対策のイメージ


